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居
組
地
区
公
民
館
事
業 

音
楽
へ
の
誘
い
～
歌
唱
療
法
～ 

 

今
年
７
月
か
ら
公
民
館
事
業
と
し
て
、
宮
脇
由

美
先
生
に
よ
る
「
音
楽
へ
の
誘
い
～
歌
唱
療
法

～
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ほ
ぼ
毎
月
第
４
金
曜
日

の
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
の
終
了
後
に
約
２０
数

名
の
参
加
者
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

先
生
曰
く
、
体
操
の
後
は
声
も
良
く
出
て
い
る

し
、
反
応
も
素
晴
ら
し
い
。
歌
唱
療
法
に
と
て
も

効
果
的
で
す
。
と
、
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
冬
の
間
は
休
み
ま
す
。
春
に
な
っ
て

か
ら
再
会
い
た
し
ま
す
。 

居
組
地
区
公
民
館 

演
芸
ク
ラ
ブ
誕
生 

 

９
月
の
敬
老
会
舞
台
出
演
に
向
け
て
、
７
名
の
女

性
ク
ラ
ブ
が
６
月
頃
立
ち
上
が
り
、「
演
芸
ク
ラ
ブ
」

と
名
づ
け
ま
し
た
。 

今
ま
で
行
っ
て
い
た
「
皿
回
し
舞
踊
」
と
「
花
笠

音
頭
」
の
輪
踊
り
の
練
習
に
励
み
、
９
月
１９
日
の

敬
老
会
に
は
み
ご
と
な
舞
台
を
務
め
ま
し
た
。 

 

       

そ
の
後
の
活
動
は
、
７
人
が
牛
乳
パ
ッ
ク
で
一
つ

づ
つ
椅
子
作
り
を
し
て
、
出
来
上
が
っ
た
後
は
そ
れ

に
座
っ
て
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
ト
ラ
ン
プ

遊
び
に
興
じ
て
い
ま
し
た
。 

       

演
芸
ク
ラ
ブ
は
、
１２
月
１
日(

木) 

保
養
荘
の
一
年
の
終
わ
り
の
「
周
年 

祭
」
に
特
別
出
演
し
、
浜
坂
地
域
各 

地
区
か
ら
集
ま
っ
た
９５
名
の
観
客
の 

声
援
を
受
け
「
皿
回
し
舞
踊
」
を
披 

露
し
ま
し
た
。 

 

和
紙
折
り
紙
教
室 

  

和
紙
折
り
紙
教
室
は
、
和
紙
を
用
い
て
季
節
の
花
を

織
り
ま
す
。
細
か
い
作
業
も
あ
り
、
苦
労
し
ま
す
が
出

来
上
が
っ
た
作
品
は
素
晴
ら
し
く
、
心
癒
さ
れ
ま
す
。 

 

今
ま
で
作
り
上
げ
た
作
品
を
大
き
な
リ
ー
ス
に
編
み

込
み
地
区
文
化
祭
に
展
示
し
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
い

い
も
の
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
に
リ
ー
ス
を
渡
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
自
分
流
の
作
品
を
作
り
ま
し
ょ
う
。 

 

作
品
は
２
ヶ
月
で
、
一
つ
の
課
題
を
作
り
ま
す
。 

 

１２
月
と
１
月
は
「
ツ
ワ
ブ
キ
の
花
」
を
作
成
し
ま
す
。 

来
年
も
つ
づ
け
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
公
民
館
長

亀
谷
ま
で
申
し
付
け
下
さ
い
。 

（
８
２
・
４
０
７
１
） 

 



 

 

 

 

各
町
内
会
の
初
会
の
ご
案
内 

  

平
成
２９
年
の
各
町
内
会
の
初
会
は
次
に
よ
り
開
催
さ

れ
ま
す
。 

 

開 

催 

日 

平
成
２９
年
１
月
３
日(

火)

午
前
１０
時 

 
(

開
催
場
所) 

 

向 
 

町 
  

居
組
地
区
公
民
館 

 

中 

島 

町  
 

居
組
地
区
公
民
館 

 

  

川 
 

町 
 

居
組
地
区
公
民
館 

 

本 
 

町 
 

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
（
体
育
館
横
） 

 

仲 
 

町 
 

西
墻
弘
之
様
宅 

 

浜 
 

町 
 

居
組
地
区
公
民
館 

 

往 

還 

町 
 

居
組
婦
人
の
家
１
階 

 

寺 
 

町 
 

居
組
婦
人
の
家
２
階 

    
 

Ｘ
ｍ
ａ
ｓ 

コ
ン
サ
ー
ト 

 
 

 
 
 

～
‘
歌
の
花
束
’
を
あ
な
た
へ
～ 

 
劇
団
四
季
で
活
躍
さ
れ
た
２
名
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
ピ

ア
ニ
ス
ト
が
演
出
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
が
、

新
温
泉
町
文
化
協
会
主
催
で
１２
月
１８
日(

日)

夢
ホ
ー
ル

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
文
化
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
中
、
多

く
の
方
に
観
て
頂
き
た
い
と
い
う
願
い
で
、
特
に
学
生
た

ち
は
無
料
招
待
い
た
し
ま
し
た
。 

 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
フ
ァ
ン
も
多
く
お
ら
れ
、
約
３５０
名
の
入

場
者
で
予
定
さ
れ
た
席
が
ほ
と
ん
ど
埋
ま
り
ま
し
た
。 

 

迫
力
あ
る
歌
声
と
舞
台
の
演
出
に
す
べ
て
の
観
客
が
魅

了
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
ミ
ュ
ー 

ジ
カ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。 

    

居
組
の
人
口
と
世
帯
数 

 
   

 
 

 
 

 
 

 

前
月
比 

 

前
年
比 

男 

子 

二
四
七
名
（ 

一
名
）
（ 

△
七
名
） 

女 

子 

三
〇
八
名
（
△
一
名
）
（ 

△
六
名
） 

合 

計 

五
五
五
名
（
△
０
名
）
（
△
一
三
名
） 

世
帯
数 

二
四
四
軒
（
△
０
軒
）
（ 

△
六
軒
） 

 
  

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
△
は
減 

【
平
成
二
十
八
年
十
二
月 

一
日
現
在
】 

◎ 

新
春
書
初
め
会
を
開
催
し
ま
す 

  

居
組
地
区
公
民
館
の
恒
例
事
業
の
小
中
学
生
を
対
象

と
し
た
「
新
春
書
初
め
会
」
を
次
の
日
程
で
開
催
い
た
し

ま
す
。 

み
な
さ
ん
ご
参
加
下
さ
い
。 

・
期 

日 

平
成
２９
年
１
月
５
日
（
木
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

午
前
９
時
３０
分
よ
り 

・
会 

場 

居
組
地
区
公
民
館 

 
 

 

・
習
字
用
具
を
持
参
し
て
下
さ
い
。 

 
 

・
用
紙
・
ぼ
く
滴
は
用
意
し
ま
す
。 

 
 

・
用
具
の
な
い
児
童
に
は
準
備
し
ま
す
。 

 
 
 
 

  

居
組
盆
栽
ク
ラ
ブ 

 

「正
月
用
松
竹
梅
の
寄
せ
植
え
」講
座 

 
 

居
組
盆
栽
ク
ラ
ブ(

代
表 

西
垣 

進
氏
）
に
よ
る
「
松

竹
梅
の
寄
せ
植
え
」
講
習
会
が
１２
月
１７
日(

土)

、
居
組

地
区
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

午
前
中
雨
が
降
っ
て
い
て
、
少
し
寒
い
の
で
部
屋
の

中
で
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
方
は
昨
年
の
材
料
を
、
剪
定
等
行
っ
て

使
い
、
足
り
な
い
材
料
を
加
え
平
鉢
に
植
え
込
み
ま
す
。 

 

岩
を
数
個
置
き
、
苔
を
敷
き
詰
め
、
白
砂
を
川
に
見

立
て
て
流
し
ま
す
。
そ
の
中
に
鶴
・
亀
を
遊
ば
せ
て
バ

ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す
れ
ば
、
箱
庭
の
よ
う
な
美
し
い 

風
景
が
完
成
で
す
。
お
正
月
に
梅
の 

花
が
咲
け
ば
い
い
で
す
ね
。 

 

寄
せ
植
え
の
講
習
会
が
終
わ
っ
て
、 

午
後
５
時
か
ら
盆
栽
ク
ラ
ブ
の
総
会
が 

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

事
業
報
告
と
決
算
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
一
般
質
問

で
は
、
平
成
２２
年
４
月
に
穴
見
公
園
の
開
拓
を
行
い
、

そ
れ
以
来
、
盆
栽
ク
ラ
ブ
の
事
業
と
し
て
毎
年
草
刈
り

を
行
い
、
景
観
保
持
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
件
に
つ

い
て
、
地
区
内
で
一
緒
に
行
い
た
い
と
申
し
出
る
人
が

い
ま
す
。
こ
の
輪
を
さ
ら
に
拡
げ
て
い
き
た
い
。
と
思

い
ま
す
。 

 

来
年
は
作
業
日
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。 

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

平成２８年の書初め会 

平成２２年当時 

現在 


